
令和 7年度 地域連携推進会議録 

作成日  令和 7年 12月 17日 

                                                  記入者  大滝勝英 

 

対象事業所 障害者支援施設 太陽の村 

開催日時 令和 7年 12月 16日(火) 9:30～12:30 ※事業所見学含む 

  開催場所 

(見学事業所) 

太陽の村管理棟 2F 大会議室 

①障害者支援施設 太陽の村 

②障害者支援施設併設福祉型障害児入所施設 陽だまり 

③共同生活援助はまゆり(はまゆり、すみれ、なの花、あんじゅ) 

開催形態 法人内居住系事業を運営する 3事業で合同に開催。 

本会議構成員は、共通構成員の他に各事業所より代表保護者に依頼し承諾をいただいた。 

参加構成員 

 

 

 

 

 

 

・田中 隆志 氏 (太夫浜自治会 区長)  

・村山 和夫 氏 (大松商店 社長) 

・小林 誉尚 氏 (社会福祉法人とよさか福祉会 クロ－バ－支援課長) 

・吉田 潤   氏 (新潟市北区健康福祉課 課長) 

・遠藤 香代子 氏 (太陽の村 保護者) 

・桑原 尚子 氏 (陽だまり 保護者) 

・近 隆枝 氏 (GHはまゆり 保護者) 

事業所側 

参加者 

【法人代表】 菊地常務理事 

【太陽の村】 大滝 勝英(施設長)、南波 こずえ(サビ管) 

【陽だまり】  細井 聡仁(施設長)、大滝 英理子(サビ管) 

【はまゆり】  齋藤 圭介(管理者)、原 みどり(サビ管) 

以下、記録 

 

≪次 第≫ 

全体進行  GHはまゆり管理者 齋藤圭介 

 

1、開会挨拶  新潟太陽福祉会 常務理事 菊地康晴 

2、構成員紹介 各構成員より自己紹介をいただく 

3、各事業所の概要説明及び意見交換 

  太陽の村→陽だまり→GHはまゆり の順で説明と意見交換を実施。 

  ※本記録においては各事業所にて記載とする。 

      

 ◆障害者支援施設 太陽の村 

  ①施設及び事業概要について (説明者 大滝) 

    別添資料に沿って説明 →太陽の村事業計画書に沿って説明 

     ②利用者の日常生活について (説明者 南波) 

    口頭にて利用者の状況やサービスの内容を説明する。 

 



  ③近隣からの苦情等と災害時の備えに関して (説明者 大滝) 

    ・苦情に関しては今のところ大きな苦情はでていない。 

    本年度の苦情件数は０件と報告。 

    ・災害訓練にかんしては、、地元の自治会の訓練等にも参加させていただいている。今後もしっかりと連

携していきたい。 

     

 .  ④意見交換、質疑等 

   ・(遠藤構成員より) 

    我が子をしっかり見ていただいていることにとても感謝しています。 

   ・(吉田構成員より)  

太陽の村は強度行動障害のある方を多く受け入れているともに、外部向けの研修等も多く実施していると思うが

どのような状況か。＊現在の外部向けの研修について説明を行う。 

・(小林構成員より) 

    太陽の村の菓子工房「ひまわり」のお菓子がとてもおいしい。クローバーでは、喫茶業務にも力を入れており、

全国的な賞もいただいている。可能であれば同じ北区なので何かしらのコラボ等ができると面白い。 

 

 

4、全体を通してのご意見 

  ・(田中構成員より) 本地域で「太陽の村」ができて 30年が経過したとのこと。当時を思えば、福祉施設といっても 

どんな施設なのかわからなかった。長いお付き合いの中で太陽の村という存在を徐々に知ってきたが、地域の 

中ではまだまだ分からない人もいると考える。今日の会議のように説明いただく機会があれば、なおさら理解が 

進むと思います。合わせて地域住民として今後も協力していきたい。 

 

5、各事業所見学 

  太陽の村→陽だまり→北区内 GH(なの花、はまゆり、すみれ)→東区 GH(あんじゅ)の順に見学をいただく。 

 

 

社会福祉法人 新潟太陽福祉会 


